
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
鉄
道
事
業
に
関
わ
る
労
働
者
と
し
て
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
年
で
し
た
。
四
月
二

五
日
「
福
知
山
線
脱
線
・
転
覆
事
故
」
は
死
亡

者
一
〇
七
名
・
負
傷
者
五
五
五
名
、
事
故
復
旧

ま
で
五
五
日
間
と
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
の
大
惨
事
で

し
た
。
こ
の
事
故
の
本
質
は
「
職
場
管
理
・
組

合
差
別
・
極
端
な
効
率
化
・
規
制
緩
和
」
な
ど

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
も
、
京
浜
東
北
線
・

山
手
線
な
ど
電
車
が
長
時
間
運
転
で
き
な
い

「
輸
送
障
害
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
・
運
輸
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
で
組

織
す
る
労
働
組
合
と
し
て
、「
安
全
・
安
定
」
輸

送
の
確
立
を
め
ざ
す
取
り
組
み
は
最
大
の
課
題

で
あ
り
、
常
に
何
よ
り
も
「
安
全
」
が
最
優
先

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犠
牲
者
の
尊
い

命
は
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
労
働
組

合
が
原
点
に
立
ち
返
っ
た
運
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
強
く
訴
え
ま
す
。

二
つ
目
は
、
国
労
東
日
本
本
部
は
一
〇
月
三

一
日
に
、
中
労
委
の
場
を
通
じ
て
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
国
労
東
日
本
本
部
」
と
の
間
で
「
昇
進
差

別
事
件
」
の
和
解
を
成
立
さ
せ
ま
し
た

中
労
委
の
場
を
通
じ
て
、
一
五
回
に
及
ぶ
和

解
調
査
を
踏
ま
え
「
金
銭
和
解
、
今
後
の
公

正
・
公
平
な
制
度
運
用
」
を
確
認
し
調
印
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
申
立
か
ら
一
五
年
間
に
は
退
職
・

死
亡
さ
れ
た
組
合
員
・
脱
退
し
た
組
合
員
が
い

る
中
で
、
約
一,
八
〇
〇
名
の
組
合
員
は
地
労

委
・
中
労
委
の
場

で
自
分
達
の
「
扱

わ
れ
」
ざ
ま
を
訴

え
続
け
て
き
た
結
果
の

到
達
点
で
あ
り
ま
す
。

「
配
属
差
別
事
件
」

「
昇
進
差
別
事
件
」
の
和

解
は
「
国
労
の
将
来
展
望
」
と
「
健
全
な
労
使
関
係
改

善
」
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
も
、
本
年
の
昇
進
試
験
に
向
け
た
議
論
を
深
め

る
こ
と
を
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
強
く
訴
え
ま
す
。

三
つ
目
は
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
は
国
労

組
織
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
期
を
向
か
え
国
労
組

合
員
も
同
様
に
多
く
の
組
合
員
が
退
職
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
入
社
員
の
国
労

加
入
が
な
け
れ
ば
組
織
の
先
細
り
は
明
ら
か
で

あ
り
ま
す
。

「
仕
事
総
点
検
運
動
」
を
通
じ
た
「
職
場
の

活
性
化
」
を
図
り
、「
技
術
力
の
維
持
向
上
」

「
安
全
・
安
定
」
輸
送
確
立
に
向
け
た
取
組
み

を
通
じ
て
、
他
労
組
組
合
員
か
ら
も
将
来
を
委

ね
、
選
択
さ
れ
る
労
働
組
合
と
な
る
た
め
に
全

組
合
員
が
自
信
と
展
望
を
持
っ
て
共
に
日
々
奮

闘
す
る
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

四
つ
目
は
護
憲
・
平
和
・
民
主
主
義
を
守
る

闘
い
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
戦
後
六
〇
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、

国
鉄
労
働
組
合
結
成
六
〇
周
年
を
迎
え
、
本
年

２
月
に
は
記
念
の
催
物
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
労
は
一
九
五
一
年
の
第
一
〇
回
新
潟
大
会
で

「
平
和
四
原
則
」
を
定
め
、
そ
れ
以
来
、
地
域
の

仲
間
と
共
に
「
護
憲
・
平
和
・
反
戦
」
の
闘
い

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

先
の
総
選
挙
を
踏
ま
え
、
与
党
自
民
党
は

「
憲
法
改
正
」
に
向
け
た
国
民
投
票
法
案
提
出

の
動
き
を
み
せ
、
日
米
同
盟
を
強
化
し
一
体
と

な
っ
た
軍
事
国
家
を
め
ざ
す
「
戦
争
の
で
き
る

国
家
」
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
多
く
の
先
輩
が
脈
々
と
築
い
て
こ

ら
れ
た
「
平
和
・
民
主
主
義
」
を
守
り
将
来
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
広
範
な
統
一
戦
線
を
構
築

す
る
た
め
に
共
に
奮
闘
す
る
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

二
〇
〇
六
年
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
　
元
旦

東
日
本
本
部

執
行
委
員
長
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
秀
樹

執
行
副
委
員
長
　
　
　
　
　
藤
野
　
　
節

書
記
長
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
苗
美

法
対
部
長
　
　
　
　
　
　
　
山
根
　
主
吉

教
宣
部
長
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
隆
夫

財
政
部
長
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
幸
喜

調
査
部
長
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
孝
重

特
別
執
行
委
員
　
　
　
　
　
町
田
　
建
三

青
年
部
長
　
　
　
　
　
　
　
森
岡
　
英
夫

婦
人
部
長
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
久
恵

会
計
監
査
員
　
　
　
　
　
　
古
川
　
数
行

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
剱
持
　
英
夫

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
正
吉

書
　
記
　
局
　
　
　
　
　
　
金
澤
美
津
子

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
久
史

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
中
台
　
信
夫

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
武
笠
　
道
夫

国
鉄
退
職
者
組
合
東
日
本
連
絡
会
会
長
　
　

羽
切
　
信
夫

事
務
局
長
　
　
　
　
　
降
旗
　
好
己

事
務
局
次
長
　
　
　
　
渡
辺
　
栄
一

国
労
家
族
会
東
日
本
連
合
会
会
長
　

阿
部
　
洋
子

東
日
本
協
議
会

貨
物
関
東
協
議
会
　
議
長
　
　
奥
村
　
　
博

事
務
長
　
　
　
　
町
田
　
建
三

貨
物
東
北
協
議
会
　
議
長
　
　
木
村
　
昭
光

事
務
長
　
　
　
　
岩
井
　
幸
二

会
社
別
協
議
会
自
動
車
　
議
長
　八

百
井
登
士

事
務
長
　
　
　
　
大
倉
　
　
満

清
算
事
業
団
協
議
会
　
議
長
　
鎌
田
　
隆
一

〃
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
淳
一

運
輸
職
能
別
協
議
会
　
議
長
　
五
味
　
照
善

事
務
長
　
　
　
　
福
士
　
智
夫

運
転
職
能
別
協
議
会
　
議
長
　
武
笠
　
秀
也

事
務
長
　
　
　
　
後
藤
　
征
二

工
務
職
能
別
協
議
会
　
議
長
　
藤
澤
　
安
男

事
務
長
　
　
　
　
大
津
　
幸
夫

電
気
職
能
別
協
議
会
　
議
長
　
斎
藤
　
照
明

事
務
長
　
　
　
　
高
橋
　
　
広

工
作
職
能
別
協
議
会
　
議
長
　
小
池
　
敏
哉

事
務
長
　
　
　
　
小
野
　
浩
美



新年明けましておめでとうございます！昨年はどのような年でしたか？または、どのような新年を迎えられたでしょうか？さて、
一面、伊藤委員長の新年挨拶でも触れているように現在「団塊世代の大量退職」時代を迎え、2004年度を見ても約500名の国労の
先輩がＪＲを卒業されました。その意味で、新年特集号の特別投稿として、卒業された先輩の中から、東日本本部副委員長も歴任
された仙台地本OBの吉田春美氏より「国労への想い」とするメッセージをいただきました。さらに、私たち国労東日本にとって
のこの一年は、昇進差別事件「和解」から組織拡大に向けた飛躍の年にすることが大切であり、未来の国労を担う長野地本青年部
の仲間からも活動報告をいただきました。

私
は
、
１
９
６
４
年
２
月
国

鉄
入
社
、
国
労
へ
の
加
入
は
、

同
年
４
月
の
公
労
協
「
４
・
17

ゼ
ネ
ス
ト
」
宣
言
発
表
の
時
で

し
た
。
ま
た
、
労
働
運
動
を
始

め
た
動
機
は
、
１
９
６
８
年
９

月
の
自
主
参
加
方
式
に
よ
る

「
５
万
人
合
理
化
反
対
」
ス
ト
ラ

イ
キ
を
青
年
部
を
中
心
に
成
功

さ
せ
た
こ
と
で
し
た
。
以
来
、
地

方
労
青
年
部
長
、
部
会
、
支
部
、

地
本
の

専
従
役

員
な
ど

37
年
間

携
わ
り
、

今
年
２

月
定
年

退
職
致

し
ま
し
た
。
顧
み
ま
す
と
、
労
働

運
動
の
大
半
は
、
政
府
・
国
鉄

当
局
と
の
闘
い
の
連
続
で
あ
り
、

「
合
理
化
反
対
」
闘
争
の
歴
史
で

も
あ
り
ま
す
。
労
働
者
思
想
の

骨
抜
き
を
狙
っ
た
「
反
マ
ル
生
」

闘
争
、
１
９
２
時
間
の
ス
ト
ラ

イ
キ
で
闘
い
抜
い
た
「
ス
ト
権
奪

還
」
闘
争
、
そ
し
て
国
鉄
「
分

割
・
民
営
化
」
攻
撃
の
前
段
攻

撃
で
あ
る
「
現
協
無
視
」
・
「
組
合

無
視
」
と

「
人
材
活
用

セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
、
国

労
の「
組
織

分
裂
」
と

地
方
本
部
の

「
再
建
」
等

な
ど
、
私
が

歩
ん
で
き
た

全
て
で
あ
っ

た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

国
労
を

去
る
に
あ
た
り
思
い
は
沢
山
あ

り
ま
す
が
、
い
ざ
と
な
る
と
文

章
化
で
き
ま
せ
ん
。

一
言
申
し
あ
げ
た
い
の
は
、「
組

合
員
の
組
合
離
れ
」
が
叫
ば
れ
て

い
る
今
日
、
今
こ
そ
「
労
働
組
合

と
は
？
」「
何
を
な
す
べ
き
？
」
の

原
点
に
立
ち
返
り
、「
労
働
組
合
の

主
人
公
は
組
合
員
で
あ
る
」
と
の

認
識
の
も
と
、
組
合
員
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
と

物
の
見
方
、
考

え
方

か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と

で
す
。
「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復

帰
」
の
闘
い
を
は
じ
め
、
諸
要

求
の
実
現
と
組
織
強
化
・
拡
大

に
む
け
、
私
も
微
力
な
が
ら
支

援
す
る
決
意
で
す
。
長
い
間
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

試
験
の
獲
得
点
数
で
合
否
が

決
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
会
社
は

受
験
者
に
獲
得
点
数
や
平
均
点

を
伝
え
て
、
ど
こ
が
だ
め
だ
っ

た
の
か
を
教
え
、
次
回
の
課
題

を
認
識
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

会
社
は
な
ぜ
、
獲
得
点
数
を

教
え
て
く
れ
な
い
の
か
？
こ
の

よ
う
な
行
為
が
あ
る
限
り
、
貨

物
会
社
が
国
労
組
合
員
を
差
別

し
て
い
る
と
い
う
見
方
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
こ

ろ
に
は
、
二
次
試
験
で
あ
る
面

接
の
結
果
も
出
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
国
労
差
別
に
対
し
て
、
真

正
面
か
ら
闘
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

10
月
８
日
に
新
し
く
貨
物
塩

尻
機
関
区
分
会
が
立
ち
上
が
り
、

貨
物
篠
ノ
井
分
会
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
こ
れ

か
ら
の
闘
い
に

取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

青
年
部
の
方
針

と
し
て
・
・
・

（
１
）
ま
ず
、

身
近
な
こ
と
か

ら
取
り
組
み
、

職
場
内
を
明

る
く
働
き
や

す
く
し
ま
す
。

（
２
）
自
分

た
ち
に
足
り
な

い
部
分
を
徐
々

に
勉
強
を
し
、
力
を
つ
け
ま
す
。

（
３
）
篠
ノ
井
と
塩
尻
で
分

会
は
別
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
な
く
連

携
を
と
り
、
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。以

上
の
目
標
に
つ
い
て
、
今

後
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
の
青
年
部
は
、

昇
職
試
験
を
始
め
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
、
貨
物
塩
尻
機
関
区
分
会
の

立
ち
上
げ
等
を
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

ま
ず
、
一
つ
目
の
昇
職
試
験

に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
は
組

合
員
全
員
受
験
で
は
な
く
希
望

者
の
み
の
受
験
と
な
り
ま
し
た

が
、
青
年
部
員
は
全
員
受
験
を

し
ま
し
た
。

一
次
試
験
の
結
果
は
、
国
労

組
合
員
試
験
受
験
者
10
名
に
対

し
て
３
名
が
合
格
を
し
、
残
念

な
が
ら
青
年
部
員
の
合
格
者
は

ナ
シ
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。一

方
、
貨
物
労
の
一
次
試
験

合
格
者
は
受
験
者
３
名
に
対
し

て
３
名
が
合
格
と
い
う
結
果
で

す
が
、
内
容
は
首
を
傾
け
た
く

な
る
も
の
で
し
た
。
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